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第１章 長期構想の経緯と概要

（１） 長期構想検討の進め方

（２） 第１回検討会での主な意見と対応
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長期構想検討
【準備会 2018.4.23】
現状、課題共有
・利用状況、ニーズ、抱える課題

【第１回検討会 2018.11.28】
将来像（20～30年先）の基本検討
・現状分析、将来の方向性

【第３回検討会 2019.9～10頃】
将来像（20～30年先）の基本検討
・長期構想案

技術検討
静穏度向上
・施設整備、再編の検討

堆砂（漂砂）検討
・堆砂（漂砂）の影響評価

今後、１０～１５年程度で取組む施設再編、整備
港湾計画改訂

（１）長期構想検討の進め方

パブリックコメント（2019夏頃）

長期構想策定

【第２回検討会 2019.6.11】
将来像（20～30年先）の基本検討
・空間利用、長期構想素案

企業ヒアリング

第１章
長期構想の経緯と概要

2020年度

県政参画電子アンケート
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（２）第1回検討会での主な意見と対応
主な意見 対応方針 参照頁

長期
構想

ローカル（鳥取市のみなと）・広域（県境を越えて）、短・中・長期、
来訪者や地元の生活としての賑わいなど幅広形でまとめ、次世代
のための計画とする必要がある。

鳥取港を取り巻く環境の変化、鳥
取港への課題・要請（アンケート・
ヒアリングを実施）を把握し、長期
構想に反映する。

４１～５７頁

安全・
安心

港湾の機能維持・強化が必要。河川からの砂の流入対策を検討
する場合は、船舶航行や海水交換等への配慮が必要である。

河川からの砂の流入防止と静穏
度確保のため、第二防波堤を延伸
する。その際、漁船航行、海水交
換に配慮して開口部を設ける。

４７頁

船が通年入港できる環境と静穏度の問題を含めて考える必要が
ある。

物流

鳥取西道路の供用開始、山陰道、山陰近畿自動車道の整備など
物流が大きく変わる。それを見据える必要がある。

広域連携による物流機能を確保
する（戦略2）。

４８頁

国際コンテナ取扱港まで陸送が必要。定期コンテナ船は舞鶴港か
ら九州北部まで寄港していない。周辺港湾と連携して誘致すべき。

コンテナ（梱包貨物）取扱機能を強
化する（戦略3）。

４９頁

長尺・重量物の配送業者が減少し、物流が悪化。小ロットでも利用
できれば利便性が高まる。（コンテナ）

対岸諸国との距離的メリットをＰＲすべき。 物流・人流機能を強化するととも
に、今後近隣港との役割分担を考
慮してターゲットを検討する。

４１～５７頁

人流

人口減少、若者流出を抑えるためにも若者が集うイベントなどの開
催が必要。

地域の歴史・文化活動の支援（戦
略4）や、海・空の港（ツインポート）
の連携を推進（戦略5）する。

５０、５１頁

クルーズ船の寄港促進と併せて、鳥取港独自の港町として、例え
ば、ウォーターフロントとして、市民が気軽に楽しめるレジャー拠点
としての整備が必要。

交流拠点の再配置や自然との共
生を推進する（戦略4）。

５０頁

その他
以前に比べ漁船、漁業者とも減少している。一方で、遊漁船は増
え、漁業活動（水産業の振興など）への影響もみられる。

漁業と遊漁のゾーニングを区分す
る。

５３～５７頁
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第２章 鳥取港の概要

（１） 位置・沿革

（２） 施設概要

（３） 利用状況（取扱貨物・入港船舶）
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第２章 概要（１）位置・沿革 第２章
鳥取港の概要

7

資料：鳥取県



第２章 概要（２）施設概要 第２章
鳥取港の概要

8

千代地区は物流岸壁・ヤード等、賀露・西浜地区は漁船の岸壁・物揚場が立地。
港内奥部にボートパークが2箇所。



第２章 概要（３）利用状況（取扱貨物）

9

第２章
鳥取港の概要

資料：鳥取県



【入港船舶数】

表中 ふ：ふじ丸、に：にっぽん丸、ぱ：ぱしふぃっくびいなす、ク：クラブ・ハーモニー。それぞれの数字はその年の寄港回数

年 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
寄港回数 1 4 2 2 2 3 0 0 1 1

船名 ふ１
に１
ぱ２
ふ１

ぱ２
ク１
ぱ１

ぱ２
に１
ぱ２

ぱ１ ぱ１

【クルーズ船寄港状況】

第２章 概要（３）利用状況（入港船舶）
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

10,000-30,000総トン未満 6,000-10,000総トン未満

3,000-6,000総トン未満 1,000-3,000総トン未満

500-1,000総トン未満 5-500総トン未満

(隻)
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第２章
鳥取港の概要

年間８００～１，０００隻の船舶が利用しており、トン数別では500ﾄﾝ未満の船舶が中心
となっている。
平成30年は「ぱしふぃっくびいなす」が寄港。
鳥取砂丘などへ来訪が観光産業振興に繋がることから、今後もクルーズ船寄港に期
待が高まっている。

資料：鳥取県

資料：港湾統計年報



第３章 鳥取港を取り巻く環境の変化

１．物流

２．人流

３．安全・安心
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［物流］（1）鳥取県の経済成長戦略 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（1）鳥取県の経済成長戦略 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（２）新たな取扱い貨物 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化

原木、PKSの取扱い開始により、輸出入貨物取引が増加。

【原木輸出】

地元企業により平成２７年から県内のみならず
近県から集めた原木の中国への輸出を開始。

平成27年 約2千トン
平成28年 約9千トン
平成29年 約8千トン
用途：建築資材（内装材）

【ＰＫＳ輸入】

地元製紙会社の重油ボイラーをバイオマスボイラーへ転
換することに伴い、平成２８年から木質バイオマスボイ
ラー用燃料として輸入を開始。

平成28年 約3万t
平成29年 約3万t
平成30年 約3万t
当初計画では年間約５万ｔを輸入予定
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［物流］（３）農水産品の輸出強化 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（参考）農水産品の輸出強化 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（参考）農水産品の輸出強化 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化



18

［物流］（４）高規格幹線道路網の発展 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（参考）高速自動車国道（新直轄方式）の整備効果
第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（５）再生可能エネルギーへの転換 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（６）進出企業の業界動向 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化

電気関連産業中心から、新たな企業進出や事業拡大などにより産業構造が変化。
今後の需要拡大が期待される航空機産業も新たに進出。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H24 H29

その他
パルプ・紙
食品
電気機器関連産業

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H24 H29

その他
食品産業
電気機械関連産業

・圏域への新たに進出した主な企業
今井航空機工業(株)（本社：岐阜県） 航空機部品製造（航空機胴体部品等製造）
(株)イナテック（本社：愛知県） 自動車部品製造（自動車用トランスミッション部品製造、試作開発事業）
マルサンアイ(株)（本社：愛知県） 食品製造業（味噌、豆乳製品製造）

・既に立地している企業の主な新増設
ＦＤＫ(株) 薄型電池製造（リチウム電池事業）
(株)明治製作所 自動車部品製造

48%

12%
18% 22%

34%39%

43%40%
44%

製造品出荷額等構成比率
【鳥取県】

【鳥取市】

76% 60% 57%

2%
5%17% 29%28%

4%
8% 8%

6%

パルプ・紙
金属製品
生産用機械器具製造業等

金属製品
生産用機械器具製造業
繊維工業等

資料：工業統計



積載重量ﾄﾝ：33,171DWT
船長：177m

資料：商船三井
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［物流］（７）船舶大型化の動向 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化

船舶の大型化により、鳥取港を利用する企業は、現在鳥取港に入港可能な貨物船・タン
カー（1万～3万DWT級以下）を調達することが困難になりつつある。
鳥取港を利用する企業からは、船舶大型化の要望も出ている。

総ﾄﾝ数3,000以上の船舶の推移【鳥取港】

【鳥取港利用企業の声】
船舶を大型化して、輸送の効率
化を図りたい。(他企業と共同輸

入など)

〇現在、鳥取港に寄港している貨物船（1万DWT級） 〇将来イメージ（3万DWT級）

積載重量ﾄﾝ：13,717DWT
船長：133m

MUTSU（PKS運搬船）
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［物流］（８）モーダルシフトの推進 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［物流］（９）波浪状況（沖波の変化） 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化



［物流］（９）波浪状況（港内への影響） 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化

N～ENE
W～NNW
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［人流］（１０）周辺の観光拠点 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化

クルーズ客（外国人、日本人）が楽しめる観光拠点が所要時間60分圏に充実。
高規格幹線道路網の整備が進み、鳥取港から観光拠点への所要時間が短縮。
鳥取港は、鳥取自動車道、山陰道、山陰近畿自動車道の結節点。



［人流］（１０）周辺の観光拠点 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［人流］（１１）クルーズ船ニーズの多様化 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化
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［安全・安心］（１２）災害の発生状況 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化

鳥取県では過去に大規模な地震災害が繰り返し発生。
鳥取港港湾BCPでは、港湾施設の被災により生活・経済に影響を与えると想定。

鳥取県に被害を及ぼした主な地震

地震が想定される活断層

（1943年鳥取地震）

資料：鳥取港港湾BCP

資料：鳥取港港湾BCP

生活・経済に与える影響
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［安全・安心］（１３）地域防災計画・港湾BCP 第３章
鳥取港を取り巻く環境の変化

鳥取港の災害時におけるダメージを、港湾関係者の協働により最小限に食い止め、背
後圏の暮らしや産業機能の迅速な復旧に資することを目的に港湾BCPを策定（H28.3）。

資料：鳥取港港湾BCP



第４章 鳥取港の役割・要請

（１） 鳥取港の果たすべき役割

（２） 鳥取港の課題

（３） 鳥取港への要請

① 県民からの要請（アンケート調査）

② 背後企業からの要請（ヒアリング調査）

③ 漁船・小型船舶利用者からの要請（ヒアリング調査）
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物
流

・鳥取県産業の特徴を活かした正規雇用の場の拡大※1

⇒本社機能移転、地域の物流、人口流動等に寄与する立地等への支援の充実
⇒利便性の高い無料高速道路網の整備など戦略的な情報発信による誘致促進
⇒工業団地の造成、遊休施設の改修等による立地誘導対策の実施。
・国内外への商圏拡大に向けた支援※1

⇒北東アジア地域間の物流活性化に向けた新規物流ルートの検討

人
流

・外国人が憧れる鳥取※1

⇒県内へのチャーター飛行機、クルーズ船の誘致
多様な観光資源を活かした戦略的観光立県※1

⇒美しい海のイメージ発信や体験メニュー造成、水産資源、漁港施設の活用など海をテーマとしたブランド化
・暮らしやすく、元気になるまちづくり※1

⇒鳥取砂丘コナン空港と鳥取港を核にしたツインポート化

安
全
・安
心

・鳥取ならではの「防災文化づくり」※1

⇒災害時における物流体制等の整備促進
・「災害予防（緊急輸送体制の整備）」※2

・「災害応急対策（応急活動の調整）」※2

・「震災対策（耐震化の推進）」※2

32

（１）鳥取港の果たすべき役割 第４章
鳥取港の役割・要請

将来にわたって鳥取県の経済を支えるため、
輸送の効率化、多様性による地域産業の振興を担っていかなければならない。

住む人、訪れる人にとって魅力ある地域を継続するため、地域資源を活用した
賑わい・憩い空間の形成による交流拠点として機能していかなければならない。

安心な暮らしと企業活動を継続するため、
防災と安全性を備えた自然災害に強い港づくりを進めていかなければならない。

※1 鳥取県元気づくり総合戦略2018
※2 鳥取県地域防災計画



（２）鳥取港の課題
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課題４ 用地不足
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多額の維持浚渫費、港湾
利用・企業活動への支障、
船舶航行への支障が発生。

第４章 現状の問題点（２）鳥取港の課題

課題１ 航路埋塞・泊地閉塞

台風１８号、２１号（H29）による航路埋塞では、
貨物の一部を他港に陸揚げし、鳥取に陸送。
７月豪雨（H30）による航路埋塞でも貨物の一部
を他港に陸揚げする喫水調整が発生。

毎年、冬季風浪等により主要航路に砂が堆積し、大型
船の航行に支障が生じることから、春先に浚渫を実施。

７月豪雨（H30）による泊地閉塞

沖合底引網漁船の出港２日延期

台風18号（H29）による泊地閉塞

巡視船１日航行不可
沖合底引網漁船の出港１日延期
ヨット、プレジャーボート２日～１週間 34
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大きな動揺が発生し、漁船、岸壁が損傷

１、２号岸壁ともに稼働率の目標値（９７．５％）を下回っている。

台風２１号（H29）の状況（西浜地区）

【第８防波堤（西浜地区入口）の越波状況】

第４章 現状の問題点（２）鳥取港の課題

課題２ 静穏度不足

35

対象期間：2006～2014年（欠測率が高い2008年，2009年除く）の7年間
長周期波：周期30～300sec

岸壁 稼働率 主要因
１号岸壁 96.8% 風波
２号岸壁北 96.1% 長周期波
２号岸壁南 92.5% 長周期波

第４章
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第４章 現状の問題点（２）鳥取港の課題

課題３ 利用が集中する主要岸壁
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第４章 現状の問題点（２）鳥取港の課題
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アンケートによる県民の主な意見 県民の鳥取港への要請

交通の便が悪い
交通手段の充実

駐車場が少ない

散策できる遊歩道がない
散策・憩い空間の整備

トイレがない

海水浴や釣りが楽しめる港 マリンスポーツの推進

太平洋側港湾の機能補完 リダンダンシーの確保

自然災害に強い港
港湾機能強化

大型船に対応した港

38

・海+魚のイメージが5割以上を占め、水産品が揃う。
・イメージ以上に、JA直販施設「わったいな」で農産
品も揃う。（プラスイメージ）
・鳥取港への来訪者は約9割が自家用車を利用する。
（砂丘に比べ路線バス等の利用が少ない）

・公共交通機関を利用している旅行者は鳥取港に繋
がりにくい。（マイナスイメージ）

【マリンピア賀露来訪者アンケート】 【県政参画電子アンケート】
・鳥取港に対するイメージは、漁業や食料品に関す
るものが多い。

・余暇で訪れた目的は、買い物や食事、休憩・散策
が多く、散策・憩い空間の整備が求められている。

・問題点は、交通アクセスや駐車場などの交通手
段、トイレの不足に課題がある。

・賑わいの取り組みは、憩い空間や、駐車場の整
備、海水浴や釣りが求められている。

・海上輸送拠点の取り組みは、自然災害に強い、
太平洋側港湾の機能補完、大型船への対応が求
められている。

（３）鳥取港への要請
①県民からの要請（アンケート調査）

第４章
鳥取港の役割・要請
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（３）鳥取港への要請
②背後企業からの要請（ヒアリング調査）

鳥取県

岡山県 兵庫県

京都府豊岡市香美町

新温泉町

養父市

朝来市

宍粟市

佐用町
美作市

岩美町

鳥取市

北栄町 湯梨浜町

倉吉市 三朝町

鏡野町 津山市

八頭町

若桜町

智頭町

西粟倉村

奈義町

勝央町

鳥取港鳥取港
北近畿・京都へ

大阪・神戸へ

県西部・島根へ

鳥取道は全線供用済
山陰道・山陰近畿道自動車道は整備中区間含む

第４章
鳥取港の役割・要請
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（３）鳥取港への要請
②背後企業からの要請（ヒアリング調査）

鳥取港の
利用状況

業種
搬出地搬
入地

ヒアリング内容

現在利用
製造業
（製紙）

鳥取市
鳥取港から発電燃料を調達しているが、船舶を大型化して輸送の効率化を図りたい。

船舶の大型化が進み、現状のタンカーの手配が困難になっている。大型タンカーに対応
した岸壁を整備してほしい。

将来利用
意向あり

製造業
（航空機械）

鳥取市

原材料を陸上輸送で調達しているが、重量物のため小ロッドでしか運べない。鳥取港か
ら海上輸送できれば、低コストで一度に多くの原材料を調達できる。製品出荷も同様。

航空機需要は、最新機材への更新、新興国のリージョナルジェット増加等により、今後
増加する見通しである。

建設資材
（砂・砂利）

姫路市
鳥取港には現在用地に空きがないが、用地が確保されれば利用する可能性はある。

エネルギー
関連

鳥取市
近隣県

鳥取港から再生可能エネルギーの燃料を輸入したい。
将来は鳥取港からの輸入量を増加させ、燃料供給拠点として近隣県へ供給したい。
保管用のサイロ、タンクを設置したい。

商社
（原木）

鳥取県
東部・中部

現在陸上輸送で原木を国内出荷しているが、ドライバー不足等の課題に対応し、鳥取
港に内航船を寄港させ、海上輸送にシフトしたい。

新規取扱いが可能になれば、森林組合等と協働して、鳥取港からの原木輸出に取り組
みたい。

背後企業からは、「①船舶大型化」「②貨物量増大」「③新規取扱い貨物」「④用地確保」
「⑤内航船の寄港」への対応が要請されている。

第４章
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（３）鳥取港への要請
③漁船・小型船舶利用者からの要請（ヒアリング調査）

ヒアリング内容

漁船
利用者

西浜地区には冬場に「うねり」が入ってくる。

東側から「うねり」が入った時に、西浜地区の緑地港内側を避難岸壁として利用したい。係船柱を何本か設置してほし
い。
第２防波堤を延伸する場合は、開口部100mを設けてほしい。
観光客、釣り客、スケートボード利用者などが漁港区に立ち入ると漁業活動に影響があるため、利用区分してほしい。

小型船舶
利用者

県外者で鳥取港にクルーザーを置きたいという需要がある。係船杭をクルーザー（40～50フィート）、大型ヨットに対応
した配置にすれば、利用船舶が増加する可能性がある。
千代地区ボートパークの静穏度は年間を通じて悪い。
賀露地区ボートパークは、遊漁船の利用が多くなっている。
航路を変更する場合、標識、航路ブイ等の措置が必要である。
千代航路の航路幅は、100ｍは必要とである。

漁船・小型船舶利用者からは、「①うねり・静穏度対策」「②東側への航路確保」「③来訪者
の利用区分」「④航路の安全確保」「⑤大型プレジャーボート係留」への対応が要請されて
いる。

第４章
鳥取港の役割・要請



第５章 鳥取港長期構想 素案
（１） 課題・将来の方向性

（２） 将来の姿

（３） 鳥取港長期構想イメージ（素案）

（４） 将来像・戦略

（５） 戦略・施策

（６） 地区の拠点施設整備計画
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（１）課題・将来の方向性

課題・要請

第１回意見

大型貨物船の受入機能強化

長尺・重量物への対応

水産業の振興・強化

コンテナ（梱包）貨物輸送機能強化

小ロットへの対応

良好な水辺空間の確保

鳥取港の課題

航路埋塞・泊地閉塞

静穏度不足

利用が集中する主要岸壁

用地不足

県政アンケート

交通手段の充実

散策・憩い空間の整備

マリンスポーツの推進

リダンダンシーの確保

港湾機能強化

企業ヒアリング

船舶大型化

貨物量増大

新規取扱い貨物

用地確保

内航船の寄港

漁船・小型船舶利用者
ヒアリング

うねり・静穏度対策

東側への航路確保

来訪者の利用区分

航路の安全確保

大型プレジャーボート係留

上位計画
次世代エネルギー供給拠点化

大型クルーズ船の受入環境整備

ツインポート推進

第５章
鳥取港長期構想 素案

方向性・将来像

物流
自らの役割を果たす

輸送の効率化、多様性による
地域産業を振興する港

人流

伝統文化と周辺集客施設

地域資源を活用した賑わい・
憩い空間の形成による交流
拠点

安全
・安心

安心な暮らしと企業活動が継続する

防災と安全性を備えた自然災
害に強い港

43



ヒト、モノ、みんな「きなんせ鳥取港」

安心な暮らしと企業活動が継続する

防災と安全性を備えた
自然災害に強い港

安全・安心

自らの役割を果たす

輸送の効率化、多様性による
地域産業を振興する港

物流（物流効率化）

伝統文化と周辺集客施設

地域資源を活用した賑わい・
憩い空間の形成による

交流拠点

人流（賑わい創出）

（２）将来の姿

44
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（３）鳥取港長期構想イメージ（素案）

物流 輸送の効率化、多様性による地域産業を振興する港

人流 地域資源を活用した賑わい・憩い空間の形成による交流拠点

安全・安心 防災と安全性を備えた自然災害に強い港

45
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将来像 戦 略

物流
輸送の効率化、多
様性による地域産
業を振興する港

戦略１

戦略２

戦略３

人流

地域資源を活用し
た賑わい・憩い空
間の形成による交
流拠点

戦略４

戦略５

安全・
安心

防災と安全性を備
えた自然災害に強
い港

戦略６

（４）将来像・戦略

海上物流拠点の機能確保

自らの防災機能と他地域
が被災した場合の補完機
能の確保

輸送の効率化による地域
産業の成長と競争力強化
のための基盤整備

物流施設の高度化による
高付加価値製品や原材料
の取扱い拠点化

周辺集客施設と調和する
賑わい空間の形成

地域・自然と共生する交流
拠点の形成

鳥取港のポテンシャルを
引き出し、港湾機能を改善

鳥取港の価値を高め、
貨物が集積

海上航路と基幹道路が連携、
港からの災害支援

新たな役割付加で、
貨物が多様化

賀露地区民や
来訪者が集い憩う

海・空の玄関口と県内有数の
観光地・利便施設の連携

どんな港？

46

第５章
鳥取港長期構想 素案



戦略 施策 取組みの例

１ 海上物流拠点の機能確
保

港内静穏度の向上 防波堤の延伸、嵩上げ

船舶航行の安全確保 西浜航路メイン航路化

適正な施設管理 長寿命化計画による適切な維持管理

２ 輸送の効率化による地
域産業の成長と競争力強化
のための基盤整備

大量輸送による物流コスト低減の推進 大型貨物船に対応する施設整備

港湾アクセス道の強化 山陰近畿自動車道の整備促進、鳥取自動車
道・山陰道の一般道区間の自動車専用化

輸送ニーズに対応したふ頭機能強化 重量・長尺物貨物や次世代燃料貨物対応ふ頭
整備

水産業の振興・強化 漁業活動の支援

３ 物流施設の高度化によ
る高付加価値製品や原材
料の取扱い拠点化

原材料、製品の取扱い強化 多様な貨物に対応する保管施設整備

コンテナ（梱包貨物）取扱機能の強化 コンテナ貨物の取扱施設整備

ふ頭用地確保 ふ頭の造成、用地の再編

４ 地域・自然と共生する交
流拠点の形成

地域の歴史・文化活動の支援 伝統行事などの地元利用支援

自然との共生 水辺空間の確保

交流拠点の再配置 港湾緑地の再整備

５ 周辺集客施設と調和す
る賑わい空間の形成

賑わい空間の拡大 周辺集客施設との連携

海・空の港（ツインポート）の連携推進 イベントの連携

観光交流拠点形成 クルーズ船受入施設整備

交通手段の充実 陸上・海上交通の結節点

６ 自らの防災機能と他地
域が被災した場合の補完機
能の確保

防災・減災対策の推進
港湾BCP（策定済）による減災、岸壁の耐震化、
早期復旧の推進

広域連携による物流機能確保 阪神港における機能の一部代替活用

（５）戦略・施策
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戦略 施策 取組みの例

１ 海上物流拠点の機能確
保

港内静穏度の向上 防波堤の延伸、嵩上げ

船舶航行の安全確保 西浜航路メイン航路化

適正な施設管理 長寿命化計画による適切な維持管理

（５）戦略・施策 第５章
鳥取港長期構想 素案
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戦略 施策 取組みの例

２ 輸送の効率化による地
域産業の成長と競争力強化
のための基盤整備

大量輸送による物流コスト低減の推進 大型貨物船に対応する施設整備

港湾アクセス道の強化 山陰近畿自動車道の整備促進、鳥取自動車
道・山陰道の一般道区間の自動車専用化

輸送ニーズに対応したふ頭機能強化 重量・長尺物貨物や次世代燃料貨物対応ふ頭
整備

水産業の振興・強化 漁業活動の支援

資料：鳥取県

資料：後藤回漕店HP
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既設の3号岸壁上屋

戦略 施策 取組みの例

３ 物流施設の高度化によ
る高付加価値製品や原材
料の取扱い拠点化

原材料、製品の取扱い強化 多様な貨物に対応する保管施設整備

コンテナ（梱包貨物）取扱機能の強化 コンテナ貨物の取扱施設整備

ふ頭用地確保 ふ頭の造成、用地の再編

平成29年11月に導入したクローラークレーン

50※用地造成の１案です。

（５）戦略・施策 第５章
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資料：賀露神社

戦略 施策 取組みの例

４ 地域・自然と共生する交
流拠点の形成

地域の歴史・文化活動の支援 伝統行事などの地元利用支援

自然との共生 水辺空間の確保

交流拠点の再配置 港湾緑地の再整備

（５）戦略・施策 第５章
鳥取港長期構想 素案
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資料：国土地理院52

戦略 施策 取組みの例

５ 周辺集客施設と調和す
る賑わい空間の形成

賑わい空間の拡大 周辺集客施設との連携

海・空の港（ツインポート）の連携推進 イベントの連携

観光交流拠点形成 クルーズ船受入施設整備

交通手段の充実 陸上・海上交通の結節点

（５）戦略・施策 第５章
鳥取港長期構想 素案



資料：国土数値情報
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戦略 施策 取組みの例

６ 自らの防災機能と他地
域が被災した場合の補完機
能の確保

防災・減災対策の推進
港湾BCP（策定済）による減災、岸壁の耐震化、
早期復旧の推進

広域連携による物流機能確保 阪神港における機能の一部代替活用

（５）戦略・施策 第５章
鳥取港長期構想 素案



（６）各地区の拠点施設配置計画（ゾーニング計画図）

※用地造成の１案です。
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（６）各地区の拠点施設配置計画【千代地区】

55

第５章
鳥取港長期構想 素案



（６）各地区の拠点施設配置計画【千代地区】

56※用地造成の１案です。
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（６）各地区の拠点施設配置計画【賀露地区】
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（６）各地区の拠点施設配置計画【西浜地区】
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